
効率的な筐体デザインと高い操作性
自治体DXの推進をサポートするエプソンのPC

市民サービスの向上を目指し、自治体DXを推進

南足柄市役所の概要

南足柄市役所では、市民サービスのさらなる向上を目指し、デジタル技術等を活用した
「行政手続の簡略化」、いわゆる自治体DXを推進している。南足柄市役所で企画部企画
課長補佐兼情報統計班長を務める長谷川誠氏は、「職員の業務をいかに効率化させる
か、来庁者のストレスの軽減のためいかに待ち時間を短縮できるかといったことを、今あ
るインフラの中でどのように推し進められるかを常に考えています」という。

省スペースにも、両面表示にも対応する使い勝手の良さ

エプソンのPCを選んだ理由

市役所での来庁者への対応業務はカウンターでの対面形式となるため、まずは1筐体に
2画面のタッチパネル型PCであること、またその手狭な環境を効率的に使える省スペー
ス設計であることが条件となる。以前はノートPCをターンテーブルに載せて使用してい
たが、ケーブルなどを引きずるため取り回しが悪かったこと、何度も繰り返す手間と時間
を要していたことから、両面に画面を配置できるデスクトップPCであるほうが良いので
はないかと考えていた。
「簡単に持ち運べてしまうノートPCは盗難の可能性もあり、毎日の片づけが必要で非効
率的。また、他メーカーの専用端末もあるのですが、それが割高な印象でした。われわれ
が考える条件に一番ふさわしいPCについて、様々な意見を聞きながら模索しました」と、
長谷川氏はいう。対応スペースを効率的に活用でき、両面への画面配置が可能、さらに
導入時のコストを抑えられるデスクトップPCという条件を充たしていたのが、エプソンの
Endeavor JS55-Aだった。

そこに、応える。

エプソンPC導入事例

南足柄市役所
https://www.city.minamiashigara.kanagawa.jp/

・限られたスペースを有効に活用できる筐体デザイン
・「書かない窓口」の環境に適した操作性の実現
・長期の運用が期待できるOSやサポートへの信頼感

導入の
ポイント

まずは「紙からの脱却」という基本的な業務効率化から始まり、市民へのサービス向上を
目指し、全国で推進されている自治体DX。南足柄市役所でも、転入・転出手続き、補助金
の申請などの手続きについては、従来通りの申請書類を来庁と職員の間でやり取りする
紙ベースの工程だったが、窓口の回転率をより向上させるべく、「書かない窓口」にデジ
タルインフラを最適化する活動を2018年から始めている。
「まずは窓口の対応時間短縮化と、提供サービスの平準化を目指し、2 in 1タイプのノー
トPCの導入から始めました。もちろん各部署への押し付けはできませんが、デジタル化
に積極的な職員がいる他部署からの声掛けがあれば、相談に乗りながら、今のインフラ
でできることをやっていくという思いで進めています」（長谷川氏）。

「書かない窓口」の推進

市民の待ち時間と職員の対応業務時間、両面での効率化

南足柄市役所
企画部企画課長補佐 兼 情報統計班長

長谷川 誠氏

高い省スペース性能で、南足柄市役所の窓口業務を支え
るエプソンのタッチパネル液晶一体型PC。筐体前面と裏
面にタッチパネル液晶ディスプレイを搭載可能で、カードリー
ダーやスキャナーを接続できるインタフェースも魅力だ。



PC

南足柄市役所では現在、Endeavor JS55-Aを市民課、徴収課、福祉課で実際に使用し
ている。これまで使用していたノートPCの場合、窓口となるカウンターでの使用時、カー
ドリーダーやスキャナーなどのハードウェアのケーブルがゴチャつく場面も多く見られた
が、JS55-Aの導入により、そういったこともなくなった。
JS55-Aの導入後、ハードウェアに接続されているケーブルや、PCとディスプレイあわ
せて3台分のアダプターなどの配線類は、全て職員側のスペースに収まっており、来庁者
側にはみえない形になっている。「結果としてカウンターがスッキリとして、来庁者の方か
らの見映えも良くなりました。市民の皆さんからも先進的にみてもらえているのではな
いでしょうか」（長谷川氏）。

手狭なカウンタースペースでもスッキリと使える筐体デザイン

エプソンのPC導入のメリット①

長期の使用でも安心できるOSやサポートなど国内ブランドならではの対応

エプソンのPC導入のメリット③

「初期からWindows 10 IoT Enterprise LTSC が入っているのはとてもありがたかっ
たですね。頻繁な更新を気にする必要がなくなりますし、サポート期間までは安心して
使用できます」と長谷川氏。また、サポート面においても、6年の定額保守サービスを選
択したことで、修理コストを定額で予算化できたり、万が一の故障時にも業務ストップ
を最小限におさめられるなどのメリットがある。「いまのところトラブルや不具合はあり
ませんが、今後想定する運用期間を考慮すると、長期のサポートは安心感があります」
（長谷川氏）。

そこに、応える。

エプソンPC導入事例

「完全なペーパーレスには至っていませんが、間違いなく紙管理の削減にはつながって
います」と長谷川氏。完全デジタル化に向けては途上ではあるものの、マイナンバーカー
ド等の活用により手書き入力の手間が削減。また職員が入力しながら来庁者が内容を確
認できることや来庁者1人あたりにかかった時間がシステムに記録されフィードバックさ
れることで、入力内容確認の時間や修正時間が削減に向けた成果はあがっている。
「もともとエプソンさんのECサイトで店舗のPOSレジでの使用事例をみていたので、お
客様と相対するのに適したPCという印象で、われわれ自治体の窓口業務にも活用でき
るのではないかと直観的に感じました。まさに「書かない窓口」に適したPCといえるので
はないでしょうか。また、組み立て出荷だったのも安心しました」（長谷川氏）。

高い操作性で「書かない窓口」の環境に適した仕様

エプソンのPC導入のメリット②

「書かない窓口」を超える、「行かない窓口」へ向けて

今後の展望

まだまだ各所で紙での申請書類が残存しており、自治体DXの推進は道半ばであること
は否めない。今後も「書かない窓口」を広めていくためには、現状のメリットや課題を事例
としてフィードバックしていくことも欠かせない。「キャッシュレス決済や高齢者への対応
など、まだまだやるべきことは山積している」と長谷川氏。
自治体DXを進めていく中で、来庁する前に自宅で申請書類等への記入を済ませられる
Webサイトやシステムを構築し、「書かない窓口」の次にある「行かない窓口」を作り上げ
ていくための動きも、徐々に始めている。窓口業務の時間やコストの軽減に向け、周辺機
器やアプリケーションもさらに変化し、複雑化することになることが予想されるなか、エプ
ソンのPCの存在は欠かせないものとなるはずだ。

［導入機種の後継モデル］

〈「書かない窓口」の推進による申請手続きの効率化〉

ACアダプターなどは、来庁者からは見えない位置に固定が
できる。来庁者からも先進的な印象を持たれ、スッキリとした
スペースが確保できることで、職員の業務もはかどる。

詳細はこちら ＞＞ 
https://shop.epson.jp/pc/touchpanel/lcdset/

幅広い業種で活用できるタッチパネル液晶一体型PC

Endeavor JS60-A

〒399-0797 長野県塩尻市大門八番町1-2 20250328

shop.epson.jp
導入検討にあたり、お客様のご相談にお応えします。 お問い合わせ、お見積り、ご注文、支払い方法等のご相談も承ります。

0120-989-664
■受付時間：（月～金曜日）9：00～18：00　※祝日、当社指定休日は除く

お問合せ エプソンダイレクト
ホームページ

※記載されている情報は掲載日現在のものです。また、使用している画像はイメージです。実際のデザイン、外観、色味など異なる場合があります。 ※ディスプレイ内の画像はハメコミ合成です。

サブディスプレイ
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組み立て出荷


